
- 1 -

災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
係
る
弁
護
士
費
用
の
立
替
事
業
に
関
す
る

規
則（

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日
規
則
第
百
五
十
三
号
）

平
成
三
〇
年

二
月
一
五
日

改
正

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

昭

、

（

和
四
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
災
害
で
あ
っ
て
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
以
後
に

発
生
し
た
も
の
（
以
下
「
対
象
災
害
」
と
い
う

）
に
よ
り
死
亡

。

し
た
者
の
遺
族
又
は
対
象
災
害
に
よ
り
精
神
若
し
く
は
身
体
に
著

し
い
障
害
を
受
け
た
者
（
以
下
「
被
災
者
等
」
と
い
う

）
が
災

。

害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
災
害
弔
慰
金
又
は

災
害
障
害
見
舞
金
（
以
下
「
災
害
弔
慰
金
等
」
と
い
う

）
の
支

。

給
を
受
け
る
こ
と
に
困
難
な
事
情
が
あ
っ
て
、
弁
護
士
に
依
頼
す

る
必
要
性
及
び
相
当
性
が
あ
る
場
合
に
、
災
害
復
興
支
援
基
金
の

設
置
、
管
理
及
び
支
出
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
八
十
七
号
）
第

五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
支
出
と
し
て
、
被
災
者
等
に
対
し

て
弁
護
士
費
用
の
立
替
え
を
す
る
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
弁
護
士
費
用
の
立
替
え
）
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第
二
条

本
会
は
、
被
災
者
等
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
事
由
を
い

ず
れ
も
満
た
す
と
認
め
る
場
合
は
、
弁
護
士
費
用
の
立
替
え
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

災
害
弔
慰
金
に
あ
っ
て
は
、
対
象
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
か

つ
、
対
象
災
害
の
発
生
時
点
に
お
い
て
、
対
象
災
害
に
よ
り
災

害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ

た
市
町
村
（
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
東
京
都
を
除
く
。

以
下
同
じ

）
の
区
域
に
住
所
を
有
し
て
い
た
者
の
遺
族
で
あ

。

る
こ
と
。
災
害
障
害
見
舞
金
に
あ
っ
て
は
、
対
象
災
害
に
よ
り

精
神
又
は
身
体
に
著
し
い
障
害
を
受
け
、
か
つ
、
対
象
災
害
の

発
生
時
点
に
お
い
て
対
象
災
害
に
よ
り
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
市
町
村
の
区
域
に
住
所
を
有
し
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
。

二

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
又
は
前
号
の
市
町
村

の
条
例
に
お
い
て
災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
を
受
け
る
資
格
を
有

し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三

因
果
関
係
に
争
い
が
あ
る
な
ど
、
災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
に
困
難
を
来
し
て
い
る
こ
と
。

四

弁
護
士
に
依
頼
す
る
必
要
性
及
び
相
当
性
が
あ
る
こ
と
。

五

災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
を
受
け
る
見
込
み
が
な
い
と
は
い
え

な
い
こ
と
。

（
弁
護
士
費
用
の
立
替
え
の
申
込
み
）
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第
三
条

前
条
各
号
の
要
件
を
満
た
す
者
は
、
受
任
を
予
定
す
る
弁

護
士
を
通
じ
て
、
本
会
に
対
し
、
災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す

る
弁
護
士
費
用
の
立
替
え
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
替
金
の
支
出
）

第
四
条

本
会
が
立
て
替
え
る
弁
護
士
費
用
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

着
手
金

五
万
円
及
び
消
費
税
相
当
額

二

着
手
時
の
実
費
相
当
分

三
万
円

三

着
手
後
の
追
加
実
費
相
当
分

七
万
円
を
上
限
と
し
て
本
会

が
必
要
と
認
め
る
額

（
立
替
金
の
償
還
）

第
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
立
て
替
え
た
弁
護
士
費
用
は
、
災
害

弔
慰
金
等
の
支
給
又
は
不
支
給
が
決
定
さ
れ
た
後
、
申
込
者
に
償

還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
会
は
、
申
込
者
の
資
力
等
を

、

。

考
慮
し
て

全
部
又
は
一
部
の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
成
功
報
酬
）

、

、

第
六
条

受
任
弁
護
士
は

災
害
弔
慰
金
等
が
支
給
さ
れ
た
場
合
は

別
に
細
則
で
定
め
る
成
功
報
酬
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
細
則
へ
の
委
任
）

第
七
条

こ
の
規
則
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
別
に
細
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則
で
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
三
〇
年
二
月
一
五
日
改
正
）

第
一
条
及
び
第
二
条
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。


